
取扱説明書
標準圧力型積層方式

DH-30G2Z DH-37G2Z DH-46G2Z
高圧力型積層方式

DH-37G2ZU DH-46G2ZU

屋内・屋外（防雨）兼用型

品番

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

この電気温水器は契約方法により、以下
のいずれでも使用できます。

時間帯別料金対応通電制御型

深夜電力通電制御型

季節別時間帯別電灯契約通電制御型

この電気温水器は申請によって通電制御
型として料金割引が適用されます。
買い替えの場合でもご使用の前に、電力会
社または販売店にお問い合わせください。

A

B

C

電気温水器

このたびは、電気温水器をお買い上げいただき、まことにありがとうございます
B取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
Bご使用前に「安全上のご注意」（4～5ページ）を必ずお読みください。
B保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書、工事説明書とともに大切に保管して
ください。

Bお買い上げの機種の品番は、本体のネームプレートと本書の「仕様」（裏表紙）でご確認ください。

保証書別添付 工事説明書別添付
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午後11時    

午前7時�

午前10時�

従量電灯料金単価に比べ、�
大幅に割安�

夜間時間帯�

ご家庭で使うすべての電力を上図のよう
に3つの時間帯と2つの季節に分けて電力
料金を算定します。�
※電力会社によっては、2つの時間帯と�
　2つの季節に分ける場合もあります。�
※料金の目安や通電時間帯は地域により�
　異なります。�
※電気温水器は季節区分の判断はできません。�

季節別時間帯別電灯契約通電制御型�C

選べる沸き上げ湯量�
●  時間帯別料金対応通電制御型�
　季節別時間帯別電灯契約通電制御型 

契約時
�

　日々のお湯の使用に合わせて、沸き上げ湯量を�
　4段階＋おまかせの5段階に設定できます。�
●  深夜電力通電制御型（8時間通電制御型）契約時�
　・リモコン（別販品）ありの場合　�
　　沸き上げ湯量は2段階＋おまかせの3段階設定�
　　となります。�
　・リモコン（別販品）なしの場合�

　　沸き上げ湯量は標準＋おまかせの2段階設定�
　　となります。�

�

午後11時    

午前7時�

深夜電力利用�

午後11時�

午前7時�

夜間電力利用�

従量電灯料金単価に比べ、�
大幅に割安�

夜間時間帯�

従量電灯料金単価に比べ、�
大幅に割安�

夜間時間帯�

従量電灯料金単価
に比べ、�
若干割高�

昼間時間帯�

従量電灯料金�
単価に比べ、�
若干割高�

昼間時間帯�

ご家庭で使うすべての電力を、時間帯別
電灯専用の積算電力で上図のように2つ
の時間帯に分けて電力料金を算定します。�
※料金の目安や通電時間帯は地域により異な
ります。�

時間帯別料金対応通電制御型�A

翌日使用するお湯を夜11時から翌朝�
7時までの間の深夜電力通電時間帯で�
沸き上げます。�
（電力会社によって深夜電力通電時間帯�
は異なる場合があります）�

深夜電力通電制御型�B

�

選べる電力料金契約�
この電気温水器は電力会社との電力契約に�
より次のいずれでも選ぶことができます。�

電力契約については電力会社にお問い合わせください。�
電気温水器の電力契約を変更したい場合�

には、お買い上げの販売店に�
ご相談ください。�

約90℃のお湯をタンクの上から沸き上げる�
「積層沸き上げ方式」により、昼間沸き増しが
でき、お湯をたっぷり使えます。�
（「時間帯別料金対応通電制御型」�
　「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」�
　　で契約の場合）　�

お湯がたっぷり�

昼間より�
割安� 昼間より�

割安�

午後5時�

2
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万一の災害時に備え非常
用水コックを標準装備。�
まさかの時には、タンク
の水を生活用水として使
うことができます。�

万一の備え�
非常用水コック�

● シャワー圧力アップで強い   �
 シャワーが楽しめます。�
● お湯はり時間のスピード�
 アップ。�

給湯圧力アップ�
（高圧力型のみ）で�

使い勝手向上�

3

は
じ
め
に

使
い
か
た

お
手
入
れ
・
保
証

「労働安全衛生法施工令」の改正（平成10年12月）により、小型ボイラー規制が
改正され、電気温水器の最高使用圧力が変更されて従来の100 kPaから200 kPa
までの使用が可能となりました。
これにより、給湯・シャワーの使い勝手（特に2階給湯時）が向上します。
ただし、一般家庭以外（事業所設置等）でご使用の場合は、改正にともない、規定
事項が義務付けられています。（ 28～29ページ）

高圧力型とは

もくじ

● 安全上のご注意‥‥‥‥‥‥‥‥‥4
● 各部のなまえ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

電気温水器本体 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

リモコン（別販品）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7

本体周辺 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8

● ご使用前の準備 ‥‥‥‥‥‥‥‥10
● 使用上のお願いとお知らせ ‥‥‥12

● 温水器を使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥13
現在時刻を合わせる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13

沸き上げ湯量を設定する ‥‥‥‥‥‥‥‥‥14

お知らせタイマーを使う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥15

● 上手にお使いいただくために ‥‥16
沸き上げ湯量の選びかた ‥‥‥‥‥‥‥‥‥16

● 点検とお手入れ ‥‥‥‥‥‥‥‥19
日常のお手入れ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19

1ヵ月に1回のお手入れ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19

停電したときは ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21

凍結のおそれがあるときは ‥‥‥‥‥‥‥‥21

断水したときは ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21

長期間使用しないときは ‥‥‥‥‥‥‥‥‥22

生活用水として使うときは ‥‥‥‥‥‥‥‥23

試運転チェック/据付工事後の確認 ‥‥‥‥‥24

異常表示について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24

定期点検契約について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25

● 故障かな!? ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥26
● 事業者様へのご案内 ‥‥‥‥‥‥28
● 保証とアフターサービス ‥‥‥‥30
● 仕様 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥裏表紙

まず
知っていただくこと

すぐ
使いたいとき

もし
困ったとき

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

‥

この取扱説明書は、リモコン（別販品 品番：DH-RBE2M）の使用を前提に
説明しています。
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必ずお守りください安全上のご注意

4

万一の不作動で、故障や漏電のときに感電するおそれ
があります。

・ 故障の場合は販売店にご相談ください。

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

漏電しゃ断器の作動を確認する 逃し弁の点検時、排水時は逃し弁や排水
管に手をふれない

熱湯でやけどをするおそれがあります。

温水器の前板を開けない 絶対に分解・修理・改造しない

感電するおそれがあります。 ・修理の場合は販売店にご相談ください。

感電や火災の原因になります。分解禁止 分解禁止

接触禁止

お使いになる人や他の人への危害・財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように
説明しています。

警告

警告
注意

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や
損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で
区分し、説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを
負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損
害のみが発生する可能性が想定される」内容です。

この絵表示は、必ず実行して
いただく「強制」内容です。

この絵表示は、してはいけ
ない「禁止」内容です。

アース工事がされないと故障や
漏電のときに感電するおそれがあります。

・ アース工事がされていない場合販売店にご依頼
ください。

アース工事を確認する 近くにガス類容器や引火物を置かない

温水器の電気部品のスパークで、
発火することがあります。

熱湯でやけどをするおそれがあります。

給湯時は水と混合して使う 給湯時は給湯せん本体に手をふれない

やけどをするおそれがあります。

アース線接続

アース棒

接触禁止

LPガス

P00-09_トリセツG2Z  08.8.28  19:39  ページ4



5

は
じ
め
に

注意

本体操作部、逃し弁点検
のふたは閉じておく

そのまま飲用しない

あつい湯を直接流さない

開いていると雨やごみが入り、
漏電や感電の原因となります。

あつい湯により、やけどをしたり、
排水管を傷めることがあります。
・ 水と混合して流してください。

長期間のご使用によってタンク内に水あかがたまったり、
配管材料の劣化等によって水質が変わることがあります。
飲用される場合は、下記の点に注意し、必ず一度、やかん
などで沸騰させてからにしてください。

・ 必ず水質基準に適合した水を使用してください。

・ 熱いお湯が出てくるまでの水（配管内にたまっている水）は、
雑用水としてお使いください。

固形物や変色、濁り、異臭があった場合には、飲用には使用せ
ずに、直ちに点検の依頼を行ってください。

配管の保温工事を確認する

タンクを満水にしてから
通電する

長期間使用しないときは
タンクの水をぬく

タンクに水を入れずに通電する
と過熱し、故障の原因となります。

・ 給湯せん（赤）を開き水が出る
ことを確かめてから、漏電しゃ
断器を「入」にしてください。

1ヵ月以上使用しないと水質が
変化することがあります。

配管が凍結して破
損すると、やけどや
水漏れすることが
あります。

・ 保温工事を販売店
にご依頼ください。

逃し弁の作動を確認する
故障のまま使用す
ると、タンクの破損
や逃し弁からの水
漏れのおそれがあ
ります。

給湯せん
（赤）

脚のアンカーボルト固定
を確認する

地震などによって本体が転倒し
てけがをするおそれがあります。
・ 固定していない場合は販売店
にご相談ください。

床面の防水処理・排水処
理を確認する

万一の漏水のときに階下などに被
害をおよぼすおそれがあります。

・ 販売店にご相談ください。

天部固定
（別販品）

2ヵ所　　　3ヵ所　　

1ヵ月に1回作動確認してください。

・ 故障の場合は、販売店にご相
談ください。

非常用水コック使用時は湯温を確かめて、熱に強い容器を使用する

ホースから熱湯が出ます。

・ やけどにご注意ください。
・ ガラス容器などは熱により割れることがあります。
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切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

6

各部のなまえ

電気温水器本体

非常用水コック

保護アース端子

排水せん

本体操作部

沸上げ中表示
ヒーター通電時に
点灯。（赤色）

電源スイッチ兼用
漏電しゃ断器

沸上げ湯量設定
スイッチ

操作部ふた

製造年
機種名

ネームプレート

電源表示
本体に200V電源が通
電されているときに
点灯。（緑色）

前板逃し弁点検ふた

P00-09_トリセツG2Z  08.8.28  19:39  ページ6



7

は
じ
め
に

リモコン（別販品 品番：DH-RBE2M）

沸き上げ湯量設定
スイッチ
沸き上げ湯量を手動で
設定します。
（ 14ページ）

操作カバー

沸上中表示
沸き上げ中に表示しま
す。沸き上げが完了す
ると表示が消えます。

残湯量設定表示
沸き増しを開始する
残湯量を表示します。

おまかせスイッチ
沸き上げ湯量を自動的
に設定します。
（ 14ページ）

お知らせタイマー切/入
スイッチ
（ 15ページ）
簡易タイマーとして使
用できます。
※電気温水器の作動と
は関係ありません。

タイマー時間表示
タイマーの残り時間を
分単位で表示します。

時刻/タイマー
合わせスイッチ
（ 13、15ページ）

時刻スイッチ
（ 13ページ）
時刻合わせのとき
に使用します。

液晶表示部
スイッチ操作時に、バッ
クライトが点灯し、液晶
表示部が見やすくなり
ます。（操作終了30秒
後に消灯します）

液晶表示部　説明のため、全て表示しています。

OKモニタースイッチ
過去の故障内容が
わかります。
※サービスマン用

残湯量表示
タンク内の残湯量を表
示します。
（ 18ページ）

沸き上げ湯量設定表示
（ 16～17ページ）

時刻表示

湯量レベル表示
（ 18ページ）

※電力契約の種類によっては、リモコンは必ずしも必要ではありません。（ 2ページ「選べる沸き上げ湯量」）
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5cm以上�

100V 200V200V

各部のなまえ

8

（つづき）

本体周辺
屋外標準配管（例）

C屋外・防雨型は屋外に据え付け可能ですが、積雪地では小屋がけが必要です。
もちろん屋内でも据え付けできます。

C屋内設置の場合は、万一の水漏れを考慮して、漏水センサー（別販品）の取り付けと、床面の防水処理、
および排水処理を行ってください。

Cリモコンを湯気や湿気のある場所に取り付けないでください。
C地域や設置場所により工事内容が若干変わります。

は、お客様が操作いただく部分です。

非常用水コック

地震などの非常時に、
付属のホースを使って
タンク内の水を生活用
水として使えます。

リモコン

逃し弁

排水溝

排水管

漏電しゃ断器

排水せん

タンク内の水を抜くときに使用
します。また万一タンクに異常
圧力が加わったとき、排水しタ
ンクの破損を防止する缶体保護
弁の機能が付いています。

水道用減圧弁

型、 型（リモコンなし）、
型の場合

（ 2ページ）
C

BA 型（リモコンあり）の
場合（ 2ページ）
B

ブレーカー

電力料金契約によって異なります。

給水元せん

水道水の「開」・「閉」に使用します。

沸き上げ時の膨張水を
排水します。

設定圧力：〈標準圧力型〉
97 kPa
｛0.97 kgf/cm2｝
〈高圧力型〉
170 kPa
｛1.7 kgf/cm2｝

設定圧力：〈標準圧力型〉
85 kPa
｛0.85 kgf/cm2｝
〈高圧力型〉
150 kPa
｛1.5 kgf/cm2｝

（別販品）

保護アース
（アース棒）
（別販品）

漏水センサー（別販品）

万一の漏水時にブ
ザー報知し、ただ
ちに沸き上げを停
止します。
（屋内設置の場合）
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9

は
じ
め
に

取付け工事のご確認

専用の給水元せんが取り
付けられていることを確
認する
給水元せんがないと故障のときに
給水を止めることができません。

リモコンの設置場所が
正しいかを確認する

給水元せん

シャワー

給湯せん(赤)

給水せん(青)

混合水せん

水せんは混合水せんをお使いく
ださい。
浴室・シャワーではサーモスタッ
ト付き混合水せんを使用してく
ださい。

リモコンの設置は湯気や熱気・湿気
のある場所をお避けください。
誤操作防止のためお子様の手の
届かないところに設置してください。

手元ストップシャワー、マッサージシャワー等の
シャワーヘッドでは出湯量が少なくなります。

●タンク内は、水道用減圧弁で一定の水圧に調整され、常
に満水状態を維持しています。

●給湯せん（赤）を開くと、タンク下部の給水口より自動的に給
水され、タンク内のお湯は水道水の圧力で押し出されます。

●電気温水器（本体に当初から内蔵された部材を含む）の
本体以外の配管部材にかかわる修理は販売店（工事店）
に連絡してください。

お知らせ 給湯せん
（赤）

タンク

水

水道用
減圧弁

湯
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10

ご使用前の準備
本体の準備

排水せんを閉じる
C右に回しきると「閉」になります。

給水元せんを開く

お湯の出し方は混合水せんのタイプにより異なります。

水せんの種類と操作方法

給湯せん（赤）を開く
C混合水せんから水が出始めたら、しばらく流し洗いしてください。

給湯せん（赤）を閉じる

給水せん（青）を開く
C手順5と同様に、しばらく流し洗いしてください。

給水せん（青）を閉じる

逃し弁レバーを上げる
C約30～40分でタンクが満水になります。
C排水口から水が出始めたら、タンクは満水です。

逃し弁レバーを下げる
C逃し弁点検のふたを閉じてください。

湯�

開�

2バルブタイプ
お湯側（給湯せん）を開く 湯温調節つまみを「高」側に

して給湯せんを開く
お湯側にレバーを回す

シングルレバータイプ サーモスタットタイプ

開�
高�

開�

逃し弁
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は
じ
め
に

漏電しゃ断器（本体操作部）

ブレーカー

100V 200V

タンクの水が全量沸き上がるのは翌朝です
※ やけど防止のため、混合水せんの湯温調節つまみを「低」側にして
から、給湯せんを開き、お湯をお使いください。

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

ブレーカーを「入」にする

漏電しゃ断器を「入」にする
C漏電しゃ断器のふたを閉じてください。

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

（本体下部）

給水元せん
「開」

排水せん

拡大図

開開開開開開開開開開開開開開開開開
閉
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12

使用上のお願いとお知らせ
■リモコンの「残湯量表示」にご注意ください。
Cリモコンの「残湯量表示」が下図のようになってい
ると使用できるお湯の量がわずかになっています。
（ 18ページ）

C初めて入居されたときや停電のときなどにリモコン
の時刻表示が点滅し、ブザーが鳴る場合があります。
その場合、「現在時刻を合わせる」（ 13ページ）
にしたがって現在時刻を設定してください。

C万一時刻が大幅にずれていますと、思わぬ電気代が
かかります。

Cむやみにリモコンの時刻スイッチを押さないでくだ
さい。（お子様にご注意ください。）

※正しく時刻を合わせても大幅に時刻がずれてくると
きは、販売店にご相談ください。

■通常はブレーカー（200V）と漏電しゃ
断器は、「入」の状態でご使用ください。

■リモコンの時刻が正しく表示しているか
を確認してください。

■湯切れにご注意ください。
C高圧力型の場合は、台所やシャワーなどで出る
お湯の量が増えます。
Bシャワーはこまめに止めてください。
B台所での流し洗いはぬるめの温度で使用して
ください。

■タオル、タイル目地などが青くなることがあります
使用地域の水質により、ごくまれに薄青くなることがあります。これは、水中に含まれるわずかな銅イオンと、
石けんなどに含まれる脂肪酸とが反応しておこるもので、人体には害はありません。
井戸水や簡易水道での使用時に比較的おこりやすい現象です。
Bタオルや布の場合
70～80℃のお湯に食酢を混ぜて10～15％溶液を作り、浸漬すると脱色します。

B浴そうやタイル目地の場合
アンモニア水（10％溶液）を少量滴下して、スポンジなどでよくこすり、食酢などで中和し、水で洗い流してくだ
さい。（一般家庭用のクレンザーなどでも落とせますが、あまり強くこすると傷がつきますのでご注意ください）

参考：社団法人　日本銅センター発行「銅と衛生」

100V 200V

ブレーカー 漏電しゃ断器（本体操作部）

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

「時間帯別料金対応通電制御型」
「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」

で契約の場合
A
C

「時間帯別料金対応通電制御型」
「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」

A
C

次のように多量のお湯を使用すると、湯量不足の原因
になりますのでご注意ください。
● 入浴のたびにお湯を入れ替えたり、1日2回以上入
浴したとき。

● 来客などで入浴人数が増えたとき。
● 食器洗いや洗濯などで、湯を流し洗いしたとき。
● 深夜通電時間帯に多量のお湯を使用したとき。
（翌日の湯量が少なくなることがあります）

で契約の場合

● または が表示されると電気温水器が沸き増し
を開始します。

「深夜電力通電制御型」で契約の場合B

この電気温水器は契約の種類により、「時間帯別料金対応通
電制御型」「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」「深夜電
力通電制御型」のいずれでも使用できます。

昼夜�通電�

時間帯別料金対応�
通電制御型�

8H
�通 電 制 御 型�
8時間通電　�

この電気温水器は申請によって通電制御型として料金割引
が適用されます。
買い替えの場合でもご使用の前に、お買い上げの販売店ま
たは電力会社にお問い合わせください。

時間帯別料金対応
通電制御型

深夜電力
通電制御型

※ 電気温水器の契約を変更したい場合には、お買い上げ
の販売店または電力会社にご相談ください。

季節別時間帯別
電灯契約
通電制御型

■選べる電力料金契約

P10-19_トリセツG2Z  08.8.28  19:56  ページ12



13

使
い
か
た

温水器を使う

現在時刻を合わせる

（例）10時00分を15時10分（午後3時10分）に設定する場合

時刻設定はご使用に応じた正しい電気料金算定に必要です。現在時刻がずれている場合は思わぬ電気料金がかかる
ことがありますので、次の順序で「現在時刻」を合わせてください。

を3秒間押す

または　　　を押し、現在時刻を合わせる

● 時刻表示が点滅に変わります。

● 1回押すごとに1分単位で変わります。
● 押し続けると10分単位で変わります。

を押す　　　　

● 現在時刻の設定が完了します。
● ピリオドが点滅し、時計が動き始めます。

時刻表示

昼の12時は「12：00」
夜の12時は「0：00」
と表示します。

を押すと戻る を押すと進む

お願い ● 時刻表示が点滅中に時刻設定をしてください。時刻設定中に時刻点滅が止まった場合は、
始めから時刻設定をやり直してください。

ピリオド
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温水器を使う

14

沸き上げ湯量を設定する

（つづき）

■ リモコン（別販品）を使って沸き上げ湯量を設定する
「時間帯別料金対応通電制御型」、 「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」で契約の場合は、「おまかせ」と
4段階の湯量設定ができます。
「深夜電力通電制御型」で契約の場合は、「おまかせ」と「標準」「少なめ」の2段階の湯量設定ができます。

※ 「深夜電力通電制御型」で契約の場合は昼間沸き増しはできません。B
B

CA

■ リモコンなしの場合は、直接本体操作部から沸き上げ湯量を設定する

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

標準� 試運転�おまかせ�標準�

手動設定モード

を押す

を押す

が表示

日々のお湯の使用量に応じて設定湯量を自動的に切り替えま
す。

初めて使用されるときは、「おまかせ」に設定されることを
おすすめします。

表示時は　　 を押して解除してください。

押すごとに → → →

→　 の順に表示が切り替わります。
「沸き上げ湯量の選びかた」☞16～17ページ

「おまかせ」モード

おまかせ 日々のお湯の使用量を検知してマイコンが適切な湯量を計算
し翌日の沸き上げ湯量を自動的に設定します。
ムダな沸き上げをせず経済的に使用できます。
日々のお湯の使用量があまり変化しない場合に適しています。

標　　準 日々のお湯の使用量にかかわらず毎日タンクの全量を沸き上
げます。

試 運 転 初期の試運転時におけるヒーター通電の確認用です。
日常は使用しないでください。

※ リモコン（別販品）をご使用の場合は、「おまかせ」「標準」の機能は
リモコンの設定の方が優先します。

電気温水器はお得な深夜電力を使ってお湯を沸かし、タンクにお湯をためておきますので、沸き上げ湯量を設定
する必要があります。

連�続�多�め�標�準�

標�準�少なめ�
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お知らせタイマーを使う
リモコンを簡易タイマー（1～60分）として使用できます。
電気温水器の作動とは関係なく使用できます。
例えば、お風呂のお湯はりの前に設定し、設定時間が経過するとブザーで知らせてくれます。

タイマー時間表示
（分単位表示）

を押す

または　　　を押し、時間を合わせる

タイマー設定の取り消しや、ブザーを停止したいときは…

再度　　　 を押してください。

● タイマーの設定時間が表示され、押したときからタイマーが動きます。

※ 1分きざみで、ご希望の時間に設定できます。

● 残り時間が「0」になると「ピーピー」と3分間ブザーが鳴り、表示が消えます。
● タイマーが作動している間、液晶表示部のバックライトは点灯します。

お知らせする時間は　　　を押すと短かくなり、

を押すと長くなります。
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上手にお使いいただくために
電力契約の種類によって湯量設定の選びかたが異なります。ご確認のうえ、上手にお使いください。

A

B

「時間帯別料金対応通電制御型」で契約の場合

「深夜電力通電制御型」で契約の場合

沸き上げ湯量の選びかた

設定湯量表示 設定時のめやす 温水器の沸き上げ状態
夜　間 昼　間

おまか�せ�

通常はこの位置
に設定して使用
する（毎日の使用
湯量があまり変
化しない場合）

お湯の使用量に応じて全量70～
90℃に沸き上げる。

● お湯の使用量に応じて自動的に1～3時間沸き増しする。
＊1～3時間分の沸き増し湯量は17ページの「昼間
沸き増し湯量のめやす」参照

● その後はリモコンの残湯表示が　 または　 になる
と自動的に沸き増しする。

来客の多い日
や、お湯が多量
に必要なとき

全量90℃に沸き上げる。

夜間電力だけで
使いたいとき

「標準」で使用
されていて、お
湯が余りぎみの
とき（夏期など）

全量70℃に沸き上げる。

● 全量を沸き上げ状態にするように沸き増しする。
＊24時間経過すると設定が自動的に「標準」に変わる。

● 沸き増しはしない。

「標準」で使用さ
れていて、お湯
が足りないとき
（冬期など）

● 沸き増しを2時間だけ行う。
＊2時間分の沸き増し湯量は17ページの「昼間沸き
増し湯量のめやす」参照

● その後はリモコンの残湯表示が　 または　 になる
と沸き増しする。

連�続�

多�め�

標�準�

少なめ�

通常はこの位置
に設定して使用
する（毎日の使用
湯量があまり変
化しない場合）

お湯の使用量に応じて全量70～90℃に沸き上げる。おまか�せ�

リモコン
設定湯量表示

（リモコンありの場合）

本体操作部
沸き上げ湯量設定
（リモコンなしの場合）

設定時のめやす

おまかせ�標準�試運転�

温水器の沸き上げ状態

夜　間

※「深夜電力通電制御型」で契約の場合は、昼間沸き増しはできません。

全量90℃に沸き上げる。

「おまかせ」で使
用されていて、
お湯が足りない
とき

「標準」で使用さ
れていて、お湯
が余りぎみのと
き（夏期など）

全量70℃に沸き上げる。

標�準�

少なめ�

おまかせ�標準�試運転�
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■ 昼間沸き増し湯量のめやす
（ 「時間帯別料金対応通電制御型」 「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」で契約の場合）CA

沸き増し時間

30分間
1時間
2時間
3時間

DH-46G2Z
DH-46G2ZU

約 30
約 60
約 120
約 180

単位：リットル

※ 沸き上げ湯温90℃、給水温度15℃のときの値

DH-37G2Z
DH-37G2ZU

約 25
約 50
約 100
約 150

DH-30G2Z

約 19
約 38
約 76
約 114

C「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」で契約の場合

※電気温水器は季節区分の判断はできません。

● 沸き増しを2時間分だけ行う。
＊2時間分の沸き増し湯量は「昼間沸き増し湯量の
めやす」（下記参照）

● その後はリモコンの残湯表示が　 または　 になる
と沸き増しする。

通常はこの位置
に設定して使用
する（毎日の使用
湯量があまり変
化しない場合）

お湯の使用量に
応じて全量70
～90℃に沸き
上げる。

リモコンの残湯
表示が　 または　
になると沸き

増しする。

リモコンの残湯
表示が または
になると沸き

増しする。

● お湯の使用量に応じて自動的に1～3時間分沸き増しする。
＊1～3時間分の沸き増し湯量は「昼間沸き増し湯
量のめやす」（下記参照）

● その後はリモコンの残湯表示が　 または　 になる
と沸き増しする。

設定湯量表示 設定時のめやす
温水器の沸き上げ状態

夜間時間 昼間時間 その他の時間

おまか�せ�

標�準�

少なめ�

来客の多い日
や、お湯が多量
に必要なとき

全量90℃に沸
き上げる。

夜間電力だけで
使いたいとき

「標準」で使用
されていて、お
湯が余りぎみの
とき（夏期など）

全量70℃に沸
き上げる。

● 全量を沸き上げ状態にするように沸き増しする。
＊24時間経過すると設定が自動的に「標準」に変わる。

● 沸き増しはしない。

「標準」で使用さ
れていて、お湯
が足りないとき
（冬期など）

連�続�

多�め�

■ 表示と残湯量のめやす

湯温約45℃以上の残湯量を表示しています。

単位：リットル

表示
湯量

DH-30G2Z DH-37G2Z・DH-37G2ZU DH-46G2Z・DH-46G2ZU
湯量 湯量

50以下 50以下

50～100 50～100

100～150 100～150

150～210 150～280

210～300 280～370

50以下

50～125

125～200

200～370

370～460
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（つづき）

リモコンの湯量レベル表示と電気温水器の沸き上げ状態

リモコンの湯量レベル表示と電気温水器の沸き上げ状態

リモコン
湯量レベル表示

電気温水器の沸き上げ状態
沸き上げ温度 昼間沸き増し時間

レベル6

レベル5

レベル4

レベル3

レベル2

レベル1

約90℃

約90℃

約90℃

約90℃

約80℃

約70℃

3時間

2時間

1時間

0時間

0時間

0時間

リモコン
湯量レベル表示

電気温水器の沸き上げ状態
沸き上げ温度 昼間沸き増し時間

レベル3

レベル2

レベル1

約90℃

約80℃

約70℃

0時間

0時間

0時間

● 日々のお湯の使用量に応じて、沸き上げ湯量レベルを自動的に切り替えます。
● 沸き上げ湯量レベルはレベル1～レベル6の6段階あり、設定された湯量レベルに対して、沸き上げ温度と昼間沸
き増し時間で運転します。
夜間、昼間に関係なくリモコンの残湯量表示が　または　になると自動的に沸き増します。

● 「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」でご契約の場合、電力料金が割高な昼間時間には下記の昼間沸き増しは行いません。
（ 2ページ）
C

※昼間にリモコンの残湯量表示が

の状態になると、自動的に沸

き増します。

}

「おまかせ」運転について

「時間帯別料金対応通電制御型」
「季節別時間帯別電灯契約通電制御型」

でご契約の場合
C
A

「深夜電力通電制御型」でご契約の場合B

※昼間沸き増しはできないため、沸き上げ湯量レベルはレベル1～レベル3の3段階になります。

残湯量設定の選びかた
「おまかせ」運転、「多め」運転では、タンクのお湯が設定した残湯量より少なくなると、自動的に沸き増しして湯切れを予防します。
残湯量の設定は工場出荷時100L（DH-46G2Z、DH-46G2ZUは125L）に設定していますが、50Lの残湯量設
定に変えることができます。
タンクの湯余りを少なくしたい場合、昼間の沸き増しを少なくしたい場合は、50Lの残湯量設定を選んでください。

● 残湯量設定の変えかた

リモコンの　　 を3秒間押すと　 （100L）が点滅し、さらに　　 を押すと　 （50L）に切り替わります。

5秒後に残湯量が設定されます。

● 残湯量を50Lに設定しているとき

になると沸き増しを開始し、 になると沸き増しを終了します。

● 残湯量を100Lに設定しているとき

になると沸き増しを開始し、 になると沸き増しを終了します。

残湯量
設定表示

残湯量
表示
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日常のお手入れ
■ 本体
乾いた布でふくか、中性洗剤をうすめて布に含ませてふいてください。

※ シンナーなどの溶剤を使わないでください。

■ リモコン
乾いた布または水をつけた布をかたく絞り、軽くふきとってください。
● ベンジン、シンナー、洗剤などは使わないでください。
● リモコン内部は電気部品が入っていますので、水が入らないようにしてください。
● リモコンには水や汚水をかけないでください。

点検とお手入れ

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

1ヵ月に1回のお手入れ
残湯量が少ないときに行ってください。

「深夜電力通電制御型」で契約の場合、
23時～7時の間に行ってください。
B

（本体下部）
排水せんを開けて約2分間排水する
※お湯が出てくる場合があります。やけどに
ご注意ください。

給水せん元せんを閉め、逃し弁レバーを
上げる（ 20ページ）

本体の操作部ふたを開け、

漏電しゃ断器 を「切」にする

（本体下部）
排水せんを閉め、逃し弁レバー
を下げる

（漏電しゃ断器）

（本体下部）

給湯せん（赤）を開き、水（お湯）が出ることを確認後
漏電しゃ断器を「入」にし、本体の操作部
ふたを閉める

給水元せんを開ける

本体の操作部ふたを開け、

電源表示（緑色）点灯中に、テストボタン
を押す

漏電しゃ断器が「切」になることを
確認する

漏電しゃ断器を「入」にし、本体の
操作部ふたを閉める

テストボタン

（漏電しゃ断器）

給水
元せん

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

切� 入�

排水せん

開開開開開開開開開開開開開開開開開

閉

■ タンクの掃除

■ 漏電しゃ断器の作動確認
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■ 逃し弁の点検
作動点検

1ヵ月に1回のお手入れ

逃し弁レバー

逃し弁
点検ふた

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

沸上げ中
表示消灯

逃し弁レバーを下げ、逃し弁点検ふ
たを閉める

排水管からお湯（水）が出ることを
確認する

前板の逃し弁点検ふたを開け、
逃し弁レバーを上げる

本体操作部の「沸上げ中表示」（赤色）
が消灯時に排水管からお湯（水）が
出ていないかを確認する

排水管からお湯（水）が出ている場合は…

逃し弁レバーを数回上下に動かし、レバーを下げた
ときに排水管からお湯（水）が止まるかを確認してく
ださい。

※ 上記の操作を行っても排水管からお湯（水）が出
つづけている場合は、販売店にご連絡ください。

水漏れ点検

■ 本体の水漏れ点検
電気温水器を設置した床面に水が
漏れていないか確認する
※特に集合住宅では、漏水が階下へ被害をあたえます。

沸き上げ中は、水からお湯になるときの膨張水が、
排水管より排出されますが、故障ではありません。

（つづき）
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停電したときは
■ 沸き上げ中に停電したときは

● 停電復帰後、沸き上げを再開しますが、停電が長時間の場合は設定湯量まで沸き上がらないことがあります。
● リモコンの時刻表示が“0：00”で点滅しますので、リモコンの を押してください。押した後、現在時
刻にもどります。

凍結のおそれがあるときは
● 凍結のおそれがあるときは本体操作部の漏電しゃ断器を「入」のままにしておいてください。
● 給水配管、給湯配管の凍結予防ヒーターのコンセントを入れてください。
（凍結予防ヒーターが取り付けてある場合のみ）
※配管に水がない状態では絶対に凍結予防ヒーターに通電しないでください。

断水したときは
● 断水したときは断水が回復したときに、お湯を使うとタンク内に汚れが入るおそれがあります。
給水せん（青）をあけて、水を十分出して、汚れがなくなってからご使用ください。
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混合水せんの給湯せん（赤）・給水せん
（青）を開き、水と混合しながら熱いお
湯がなくなるまで給湯する

22

長期間使用しないときは（1ヵ月以上使わないとき）
■ 電気温水器の水抜き

■ 1ヵ月以内の、比較的短期間使用しないときは

点検とお手入れ（つづき）

給水せん（青）・給水元せんを閉じる

ブレーカー・漏電しゃ断器を「切」
にする

給水元せんを閉じる

本体操作部の漏電しゃ断器を「切」
にする

排水せんを開ける

排水終了後、
混合水せんの給湯せん（赤）・排水せ
んを閉じる

逃し弁のレバーを上げる

再びご使用になるときは…

「ご使用前の準備」（ 10ページ）にしたがってください。

再びご使用になるときは…

タンク内の水を入れ替えてからご使用ください。

（本体下部）

ブレーカー 漏電しゃ断器（本体操作部）

逃し弁

（本体上部）

給湯せん
（赤）

給水せん
（青）

給水
元せん
「閉」

排水せん

開開開開開開開開開開開開開開開開開

閉

100V 200V

閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定� 切� 入�
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■ 生活用水の使いかた

■ 電気温水器を再使用するとき

生活用水として使うときは
地震などの災害時や断水時に付属のホースを使って、タンク内の水を生活用水としてお使いください。
ただし、飲用はおさけください。

開�

閉�

排水せん

非常用水コック
ホース
（付属品：説明書セットに入っています）

付属のホースを非常用水コックに
差し込む

付属のホースを左に回し、水（お湯）
を出す

本体の漏電しゃ断器を「切」にし、
給水元せんを閉じる

混合水せんの給湯せん（赤）を開く

給水元せんを開く

本体の漏電しゃ断器を「入」にする

混合水せんから水またはお湯が出た
ら、給湯せん（赤）を閉じる

切� 入�
テスト�
ボタン�

漏電しゃ断器�

電源�沸上げ中�

試運転�おまかせ�標準�

沸上げ湯量設定�

漏電しゃ断器

切� 入�

排水せん 給水元せん

Cホースから水（お湯）が出てきますが、使
い始めは湯あかなどが出ますので、しばら
く洗い流してください。

逃し弁レバーを上げる
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異 常 表 示
本体操作部

点検とお手入れ（つづき）
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試運転チェック/据付工事後の確認
次のチェック表にもとづき販売店（工事店）と共に点検をしてください。（地域や設置場所により工事の内容が
若干標準配管例と異なることがあります）
なお、この表は後日、メンテナンスのときに必要となりますので保管しておいてください。

異常表示について
本体操作部またはリモコン時刻表示部が次のような状態の場合は異常です。
給水元せんを閉じ、ブレーカー、漏電しゃ断器を「切」にし、すみやかにお買い上げの販売店にご連絡ください。

リ モ コ ン
時刻表示部 電源表示部 沸上げ中表示部

内　容
電源�沸上げ中�

おまかせ�

沸上げ湯量設定�

試運転� 標準�

本体操作部

リモコン時刻表示部

3 回 点 滅3 回 点 滅

6 回 点 滅

1 0 回点滅

6 回 点 滅

8 回 点 滅
8 回 点 滅

連 続 点 滅連 続 点 滅 有

沸き上げサーミスター断線
残湯サーミスター1断線/短絡
残湯サーミスター2断線/短絡
残湯サーミスター3断線/短絡

漏水検知（別販品取付け時のみ）

高圧異常
給水サーミスター断線
給水サーミスター短絡
高温異常

異常温度上昇検知

リモコン時計異常

循環ポンプ水量減少異常

漏水センサー断線検知
（別販品取付け時のみ）

有

有

有

2 回 点 滅

9 回 点 滅

7 回 点 滅
7 回 点 滅

9 回 点 滅9 回 点 滅

4 回 点 滅
4 回 点 滅

2 回 点 滅
5 回 点 滅

F38

F68

F17

F47

H26

H32

H35

H82

H91
タンク水なし異常2 回 点 滅H96

F31

点　検　項　目　　　　　　 チェック

本体脚部は、アンカーボルトで固定していること
床に防水処理、及び漏水時の排水処理をしていること
漏電しゃ断器は、テストボタンで「切」になること
アース（接地）工事は、接地抵抗100Ω以下のこと
本体上部は強度のある壁に固定していること
近くにガス類容器や引火物を置いていないこと
コンクリート基礎台を設けていること
点検スペースは前部80cm・上部25cm以上のこと
本体まわりの給水接続部に給水元せんが取り付けてあること
金属配管の場合、給水・給湯配管に絶縁パイプを使用のこと
給水・給湯配管の水漏れはないこと
保温工事を施していること
凍結地域では、加温工事を施していること
部品をはずしやすいようにユニオン継手を使用していること
排水せん・漏水センサーから排水溝へ配管していること
減圧弁のストレーナー（フィルター）を掃除すること
工事説明書の内容に従って電気温水器の試運転を確認すること

安
全
項
目

本
体
ま
わ
り

配
管
ま
わ
り

試運転
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定期点検契約について
電気温水器を長期間にわたり、安全で快適にご使用いただくためには3年に一度、専門技術者
による定期点検整備を行ってください。
設置条件、使用条件・特殊環境によっては劣化しやすい消耗部品があり、定期的な交換が
必要です。

■ 定期点検整備契約の実施について
● お申込み先 お買い上げの販売店
● 点検整備内容 安全性の点検整備・システム機能の点検整備（配管など）・消耗・劣

化しやすい部品の交換
● 定期点検費用 お買い上げの販売店によって実施します。

消耗・劣化しやすい部品で交換した部品代もご負担いただきます。

■ 定期点検整備の主な内容

■ 部品交換について

ヒーターパッキン、ゴムホース、水道用減圧弁、逃し弁は消耗部品です。使用水質によっては、3年程度で消
耗・劣化しやすい部品があります。
点検の結果、部品交換が必要なものは交換します。

ヒーターパッキン 水道用減圧弁

ヒーターパッキン　本体部品

使用水質によっては、ヒーター
パッキンが劣化し、水漏れの原
因になりますので交換が必要で
す。ヒーターを取りはずした場
合には水漏れ防止のため、ヒー
ターパッキンの交換が必要です。

水道用減圧弁　配管部品　

使用水質によっては、減圧弁の
ダイヤフラム（ゴム製）や弁摺
動部にスケールが付着したり、
弁座シート部が磨耗して水漏れ
の原因になりますので交換が必
要です。

逃し弁　配管部品

使用水質によっては、弁摺動部
にスケールが付着したり、弁座
シート部が磨耗して水漏れの原
因になりますので交換が必要で
す。

項　　目
据付状態の点検

機能部品の点検

清 掃 ・ 整 備

定期点検整備の主な内容
● 配管接続部の水漏れ確認　　　● 電気絶縁チェック　　　　　● 配管保温材の確認
● 逃し弁の水漏れ確認　　　　　● シーズヒーターの点検　　　● 循環ポンプの点検
● 水道用減圧弁の点検
● タンク下部のスケール沈殿物の排出

逃し弁
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こんなときは 故障ではありません

200Vが通電されていても通電制御型の電気温水器は、水温によっ
てはすぐにヒーターに通電されないときがあります。
翌朝沸き上がっていれば正常です。

深夜通電時間になっても「沸上中」
表示をしない

昼間の残湯があるときは、通電終了時間よりも早く沸き上がります。
深夜通電時間帯の終了時間よりも
早く沸き上がる

「おまかせ」設定では過去1週間のお湯の使用量からマイコンが湯量
を設定します。ときどき多量のお湯を使用するなど、日々のお湯の
使用量が不規則なときは、湯量不足になることがあります。
また、「少なめ」設定では沸き上がり湯温が70℃のため、冬期やお
湯の使用量が多いときは、湯量不足になることがあります。
このようなときは、「標準」で使用してください。

「おまかせ」設定または、「少なめ」
設定で湯切れした

以下のときにお湯を出すと、若干湯温が低下することがあります。
● 深夜通電時間帯で沸き上げを開始して、しばらくの間。
● 昼間沸き増し運転をしたとき。

湯温が少し変化する

リモコンの時刻表示が、“0：00”で点滅し、「ピーピー」とブザー
が鳴ることがあります。「現在時刻を合わせる」（ 13ページ）
にしたがって現在時刻を設定してください。

リモコンの時刻表示が、“0：00”
で点滅し、ブザーが鳴っている

停電したことを表示しています。リモコンの　　 を押してくださ
い。押した後、現在時刻にもどります。

リモコンの時刻表示が、“0：00”
で点滅し、ブザーが鳴っていない

長期間の断水のときはタンク内へ給水されないため、お湯が出ません。
下記の処置をしてください。
1. 本体操作部の漏電しゃ断器を「切」にする
2. 給水元せんを閉じる

再びご使用になるときは、漏電しゃ断器を「入」にし、給水元せん
を開け、混合水せんからお湯または水が出ることを確認して、漏電
しゃ断器を「入」にしてください。

断水のとき、お湯が出ない

温水器から音がする

「沸上げ中表示ランプ」（赤色）が
点灯中に排水管から水が漏れる

ポンプで強制的に水を循環している音です。異常ではありません。

「沸上げ中表示ランプ」（赤色）が点灯中はタンク内の水が膨張し、
逃し弁が作動して排水管から徐々に水またはお湯が出ますが、故障
ではありません。
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こんなときは販売店にご連絡ください

こんなときは 処　置　方　法

「沸上げ中表示ランプ」（赤色）が
消灯中に排水管から水が漏れる

水道用減圧弁のストレーナーにごみなどがつまっていることがあります。

販売店の方へ
● 掃除の方法
やけど防止のため次の手順で行ってください。
1. 漏電しゃ断器を「切」にした後、「長期間使用しないときは」
（ 22ページ）の項にしたがって排水する。
2. 排水後、ストレーナーのふたをはずし、あみを掃除する。
3. ストレーナーのふたを閉め、「ご使用前の準備」（ 10ペー
ジ）の項にしたがって再びご使用ください。

湯の出が悪くなったとき

「ピーピー」とブザーが鳴り、リモコンに「F17」が表示されたとき
は、水漏れなどの異常があります。

下記処置を行った後、すみやかに販売店にご連絡ください。
1. 給水元せんを閉じる。
2. ブレーカーと本体の漏電しゃ断器を「切」にする。（漏水報知
のブザー音が鳴りやみます）

漏水報知が鳴ったとき　　　　
（別販品取付け時のみ）

● リモコンの時刻表示部、本体操作部の電源表示、「沸上げ中表示」
に「異常表示」（ 24ページ）が出たとき

● 漏電しゃ断器が自動的に「切」になるとき
● 水漏れがあるとき

まず給水元せんを閉めてから、販売店にご連絡ください。

その他

ストレーナー

水道用減圧弁

運転中以外（本体操作部の「沸上げ中表示ランプ」（赤色）が消えてい
るとき）に排水口に水が漏れているときは、逃し弁の故障です。
逃し弁が故障したまま使用されますと、沸き上がったお湯が逃し弁
より漏れて、湯量不足がおこったり、湯温が低くなったり、水道
代・電気代が平常月より高くなることがあります。

逃し弁レバーを数回上下に動かし、レバーを下げたときに排水管か
らお湯（水）が止まるか確認してください。

※上記操作を行っても排水管からお湯（水）が出続けている場合は、
お買い上げの販売店にご連絡ください。
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事業者様へのご案内
『労働安全衛生法施行令（労安法）令』改正について

1998年12月、『労働安全衛生法施行令』（以下労安法）が改正され、電気温水器のタンク内圧が従来の『100 kPa
以下』から『200 kPa以下』へと緩和され、高圧力型電気温水器の製造販売が認可されました。
労安法の規定において、従来の電気温水器は『簡易ボイラー』に区分されますが、高圧力型電気温水器は『小型ボ

イラー』に区分されます。

・簡易ボイラー：労安法適用外、事務所・一般家庭に設置できます。
設置する際には、労働基準監督署への設置届け不要・定期点検の義務もありません。

・小型ボイラー：今回の改正の対象は、伝熱面積2m2（40kW）以下・水頭圧100 kPaを超え200 kPa以下の給湯器で
す。労安法が適用になり、一般家庭に設置する場合は、簡易ボイラー同様設置届け・定期点検の
義務はありません。ただし、事業所に設置する際には、労働基準監督署への設置届けが必要にな
り、定期自主検査も必要になります。
※事業所とは広く家庭用以外の用途で使用される場所をさします。ただし、同居の親族のみが使用する事業
所は適用から外れます。

安全にお使いいただくために、必ずお読みになってから次の4つの項目を実施してください。なお、届出は
事業主様が行うことになっています。

設置報告
事業主様が高圧力型電気温水器を設置する時は、所轄労働基準監督署長に設置報告書を提出することが義務づけ
られています。

定期自主検査
事業主様が高圧力型電気温水器の取扱いの業務に労働者をつかせるときは安全のために定期自主検査を実施する
ことが義務づけられています。

特別教育
事業主様が高圧力型電気温水器の取扱の業務に労働者をつかせるときは安全のため特別教育を実施することが義
務づけられています。

事故報告
高圧力型電気温水器の事故などが発生したとき、事業主様は事故報告書を所轄労働基準監督署長に提出すること
が義務づけられています。

事業所設置の際の規定事項
■設置報告 適用法令→ボイラー及び圧力容器安全規則第91条

小型温水ボイラーを設置したときは、設置場所付近の状況や当該ボイラーが構造規格に適合しているかを確認す
る必要があるので事業者は、小型ボイラー設置報告書に構造図※1及び小型ボイラー明細書※1ならびに小型ボイラー
の設置場所の周囲の状況を示す図面※2を添えて、所轄労働基準監督署長に提出してください。
小型ボイラーを同一事業所内で移転した場合には、新たな「設置」があったものとみなされ、小型ボイラー設置
報告書の提出が必要になります。
※1 添付されている明細書・構造図を使用して設置届けを行ってください。
※2 事業所内での小型温水ボイラーの設置位置を記載した地図を書いてください。

■定期自主検査 適用法令→ボイラー及び圧力容器安全規則第94条
事業者様は小型温水ボイラーの使用を開始した後、1年ごとに1回、定期的に次の項目について自主検査を行って
ください。

本体 ・製品本体からの水漏れの有無 配管 ・損傷と漏れの有無
・逃し弁の作動状態および漏れの有無
・漏電しゃ断器の作動状況
・タンクの手入れ

検査方法の詳細は、取扱説明書の19～21ページ「点検とお手入れ」を参照してください。

なお、自主検査を行った後は、検査結果を記録用紙に記入し、3年間保存してください。

■特別教育 適用法令→ボイラー及び圧力容器安全規則第92条
事業者様は小型温水ボイラーの取扱い業務に労働者をつかせるときは、当該労働者に対し、安全のための特別の
教育を行ってください。

設 置 報 告

定期自主検査

特 別 教 育

高圧力型
DH-37G2ZU DH-46G2ZUのみ
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特別教育の項目
1 ボイラーの構造に関する知識
2 ボイラーの付属品に関する知識
3 関係法令
4 小型ボイラーの運転および保守
5 小型ボイラーの点検

事業者様は、特別教育を行ったときは、当該特別教育の受講者、科目等の記録を作成して、これを3年間保存して
ください。なお特別教育の科目全部又は一部について十分な知識及び技能を有していると認められる労働者は、
当該科目についての特別教育を省略することができます。添付の取扱説明書を使用して、製品の取扱説明を行っ
てください。

■事故報告 適用法令→労働安全衛生規則第96条
事業者様は、小型ボイラーの破裂の事故等が発生したときは遅滞なく、様式第22号による報告書を所轄労働基準
監督署長に提出してください。

関係法令
（1）ボイラー及び圧力容器安全規則
設置報告
第91条　1 事業者は、小型ボイラーを設置したときは、遅滞なく、小型ボイラー設置報告書（様式第26号）に機械等検

定規則第1条第1項第1号の規定による構造図及び同項第2号の規定による小型ボイラー明細書（同規則第4条
の合格の印が押されているものに限る。）ならびに当該小型ボイラーの設置場所の周囲の状況を示す図面を添
えて、所轄労働基準監督署長に提出しなければならない。

定期自主検査
第94条　1 事業者は、小型ボイラー又は小型圧力容器について、その使用を開始した後、1年以内ごとに1回、定期に、

次の事項について自主検査を行わなければならない。ただし、1年をこえる期間使用しない小型ボイラー又は
小型圧力容器の当該使用しない期間においてはこの限りではない。
（1）小型ボイラーにあっては、ボイラー本体、燃焼装置、自動制御装置及び付属品の損傷又は異常の有無　
（2）小型圧力容器にあっては、本体、ふたの締付けボルト、管及び弁の損傷又は磨耗の有無
2 事業者は、前項ただし書の小型ボイラー又は小型圧力容器については、その使用を再び開始する際に、同項各
号にあげる事項について自主検査を行わなければならない。

3 事業者は、前2項の自主検査を行ったときは、その結果を記録し、これを3年間保存しなければならない。
特別教育
第92条　1 事業者は、小型ボイラーの取扱いの業務に労働者をつかせるときは、当該労働者に対し、当該業務に関する安

全のための特別の教育を行わなければならない。
2 前項の特別の教育は、次の科目について行うものとする。
1 ボイラーの構造に関する知識
2 ボイラーの付属品に関する知識
3 燃料及び燃焼に関する知識
4 関係法令
5 小型ボイラーの運転及び保守
6 小型ボイラーの点検

3 安衛則第37条及び第38条並びに前2項に定めるもののほか、第1項の特別の教育の実施について必要な事項
は、労働大臣が定める。

（2）労働安全衛生規則
事故報告
第96条　1 事業者は、次の場合は、遅滞なく、様式第22号による報告書を所轄労働基準監督署長に提出しなければならない。

（1～2略）
3 小型ボイラー、令第1条第5号の第一種圧力容器及び同条7号の第二種圧力容器の破裂の事故が発生したとき
（以下略）

高圧力型電気温水器（小型温水ボイラー）に適用される法令として以下のものがあります。
・労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）
・労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号）
・労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第32号）
・ボイラー及び圧力容器安全規則（昭和47年労働省令第33号）

事 故 報 告
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よくお読みください保証とアフターサービス

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ず確かめ、
お買い上げの販売店からお受け取りください。
よくお読みのあと、保存してください。

■補修用性能部品の保有期間
当社は、この電気温水器の補修用性能部品を、製造打
ち切り後7年保有しています。
注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する
ために必要な部品です。

26～27ページの「故障かな！？」に従って調べてい
ただき、直らないときは必ず漏電しゃ断器を「切」に
し、給水元せんを閉め、お買い上げの販売店へご連絡
ください。

転居や贈答品などでお困りの場合は…
●修理は､サービス会社・販売会社の

「修理ご相談窓口」へ！
●使いかた・お買い物などのお問い合わせは、

「お客様ご相談センター」へ！

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず､お買い上げの販売店へ
お申し付けください

修理を依頼されるとき

保証期間：お買い上げ日から本体1年間
ただし、“タンク”は5年間（水漏れ現象に適用）です。

● 保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理をさせていただ
きます。

● 保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、ご要望に
より修理させていただきます。次の修理料金の仕
組みをご参照のうえ、ご相談ください。

ご連絡いただきたい内容
品　名 電気温水器

年　　月　　日

できるだけ具体的に

品　番

お買い上げ日

故障の状況

● 修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成
されています。
技術料 は、診断・故障個所の修理および部品

交換・調整・修理完了時の点検な
どの作業にかかる費用です。

部品代 は、修理に使用した部品および補助材
料代です。

出張料 は、お客様のご依頼により製品のある
場所へ技術者を派遣する場合の費
用です。

ご相談窓口における個人情報のお取り扱い

パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様
の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、
その確認などのために利用し、その記録を残すことが
あります。また、折り返し電話させていただくときの
ため、ナンバー・ディスプレイを採用しています。な
お、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する
場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に提供し
ません。お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡
ください。

「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」など
はホームページをご活用ください。

http://panasonic.jp/support/

7年
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仕様
電
気
温
水
器
　
取
扱
説
明
書

F566220
S0908A0

DH-30G2Z DH-37G2ZU

※標準消費電力量は、沸き上げ温度90℃・給水温度15℃の条件で、タンク全量を1回沸き上げたときの値です。
沸き上げ温度70℃・給水温度24℃の条件で、タンク全量を1回沸き上げたときの値です。

項目
品番

DH-30G2Z DH-37G2Z DH-46G2Z
DH-37G2ZU DH-46G2ZU項目

品番

標準消費
電力量※

標準「約90℃」設定
少なめ「約70℃」設定

約29 kWh／日 約36 kWh／日 約45 kWh／日
約18 kWh／日 約21 kWh／日 約27 kWh／日

時間帯別料金対応通電制御型／深夜電力通電制御型／季節別時間帯別電灯契約通電制御型
単相 200 V（50 Hz/60 Hz）
AC 100 V（50 Hz/60 Hz）・深夜電力通電制御型の場合の昼間の制御電源用
3.4 kW 4.4 kW 5.4 kW

沸き上げ中で、リモコンのバックライト点灯時 13 W
沸き上げ中で、リモコンのバックライト消灯時 12 W
沸き上げ停止中で、リモコンのバックライト点灯時 5 W
沸き上げ停止中で、リモコンのバックライト消灯時 4 W

300 L 370 L 460 L
「連続」「多め」「標準」：約90 ℃

「少なめ」 ：約70 ℃
「おまかせ」 ：約70～90 ℃

シーズヒーター
負特性サーミスター

漏電しゃ断器・温度過昇防止器・異常過圧防止器

56 kg 61 kg 62 kg 71 kg 71 kg
（356 kg） （431 kg） （432 kg） （531 kg） （531 kg）

ホース（非常用水用）
品番　DH-RBE2M
品番　DH-KTM2
品番　AD-3200

適用電力料金制度

定 格 電 圧

ヒーター

そ の 他

タ ン ク 容 量

沸 き 上 が り 温 度

発 熱 体
温度制御・水温検知

安 　 全 　 装 　 置

質 量
（ ）内 は 満 水 時
付 　 　 属 　 　 品
リモコン（別販品）
漏水センサー（別販品）
アース棒（別販品）

DH-46G2ZUDH-46G2Z

（ ）DH-37G2ZU
DH-46G2ZUのみ

DH-37G2Z

定格消費
電 力

便利メモ
おぼえのため
記入されると
便利です （ ） －

販売店名

品　番お買い上げ日 年　 月　 日

愛情点検 長年ご使用の電気温水器の点検を！

こんな
症状は
ありませんか

ご使用
中止

●漏電しゃ断器が自動的に「切」になる。
●使用中にこげ臭いにおいがしたり、異常な音や振動がする。
●運転中以外に逃し弁から水が漏れる。
●タンク、配管から水が漏れる。
●その他の異常や故障がある。

故障や事故防止の
ため、必ず販売店
に点検をご相談く
ださい。

〒�525-8520　滋賀県草津市野路東2丁目3番1-1号  �

 �Panasonic Corporation 2002-2008�C�
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